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 民主党を中心とする連立政権になって、
政府あるいは官邸の意思決定がどのように
変わるのかが注目された。特に官僚主導を
廃して政治主導に切り替えるためには、政
治家のリーダーシップが重要となる。その
ために、与党と政府の関係や政府税制調査
会の見直しを始め、意思決定の仕組みは大
きく見直された。大田弘子「首相主導の経
済財政運営を実現するには何をなすべき
か」『エコノミスト』2009 年 1 月は、小泉
内閣当時の経済財政諮問会議をふり返って、
その意義や首相が政策運営に与える方法に
ついてインタビューに答えている。確かに
首相自身が政策運営のリーダーシップを握
るという意味では、小泉内閣当時の経済財
政諮問会議を大いに機能した仕組みである
といえる。そうしたなかにあっても、経済
財政担当大臣が竹中大臣から与謝野大臣に
交代すると、竹中大臣はその性格が変わっ
たという意味のコメントをしていたことを
思い出される。鳩山政権に対して、マクロ
経済運営に強いリーダーシップを求める声
は大きく、形はともあれ、経済成長と財政
再建を着実に進めていくことが求められて
いる。 
 『週刊東洋経済』2009 年 9 月号は、「政
権党として最初になすべきこと 民主党へ
の 4 つの直言」は政権交代の直後という時
期にあって、大胆な提言を行っている。そ
のうち、片山善博慶応大学教授（元鳥取県
知事）は、真の住民自治を拡充する観点か
ら、地方交付税と地方債について大きな制
度変更を求めている。この点については相
当大きな問題提起である。また、マイケル・
グリーン CSIS（戦略国際問題研究所）日本
部長は、日米同盟の中核部分の変更は大き
なリスクを伴うことは、鳩山首相も小沢幹
事長もよく理解していると述べているが、
現在の状況は日米関係が揺らいでいるので
はないかという報道が多く見られるように
なっている。 
 民主党連立政権にとっての最初の税制改
正大綱（2009 年 12 月）は、納税環境の強
化やたばこ税への考え方など興味深い記述
が多く、政権交代を実感させる内容となっ
ている。消費税率の引き上げは 4 年間実施
しないことを明言しているが、消費税率を
将来的に引き上げる際には、逆進的な税負
担を緩和する措置が必要とされる可能性が
ある。その際に、消費税率を複数税率化す
るよりは望ましいと考えられているのが、
給付つき税額控除の導入である。給付つき
税額控除は前政権でも検討されており、平
成 21 年の所得税法等の一部を改正する法
律の附則にも検討項目として書き込まれて
いる。中里実「「給付つき税額控除」導入へ
の課題」『税務弘報』2009 年 8 月号は、そ
の導入には多くの技術的な課題があること
を厳しく指摘している。そこでは税務当局
が納税者全員の情報をもっていないことな
どに実態に着目すると、円滑な導入のため
に、前提条件として最低限整備すべきこと
として、①納税者番号制度の導入、②納税
者番号制度の下での全員申告、及び全員名
寄せ、③国税職員の増員、及び、税理士に
よる税務援助の大幅な拡大、などを指摘し
ている。民主党連立政権が、社会保障・税
共通番号制度の導入にあわせて給付つき税
額控除の導入について検討しようとしてい
ることは整合的であるといえる。 
 政権交代によって、地方分権の推進のう
えで懸案とされてきた課題があっさりと解
決しそうなものが、直轄事業負担金の維持
管理分の見直しである。平成 22 年の通常国
会に、制度見直しに必要な法律改正が予算
関連法案として提出された。今井勝人「直
轄事業分担金に関する論点整理－道路整備
事業に即して」『都市問題』2009 年 8 月号
は、そのあり方を整理してみると、議論は
それほど簡単ではないことを指摘している。
直轄事業負担金は、当面、維持管理のみが
見直され、建設分については今後の課題と
されている。全面見直しの際には、本稿の
論点が注目されるであろう。 
 木村陽子「義務教育費国庫負担金を廃止
すると教育格差が開くのか、教育水準は低
下するのか」『明大商学論叢』91 巻 2 号は、
地方財政審議会委員を務めた著者が、三位
一体改革における義務教育費国庫負担金の
廃止論議などを踏まえて、歴史的な分析を
含めて国庫負担金の一般財源化への反対意
見について包括的に検討している。たいへ
ん興味深い内容である。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
